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問題意識
• 環境問題、格差問題、地域紛争など、⼈類は⽭盾に満ちた世界

に苦しんでいる
• これらの複合的な社会課題を解決するためには、多様なバック

グランドを持つ⼈々の協働が必要
⇒ オープンデータ、オープンサイエンス・イノベーション

• この30年間、情報学が社会に広範なインパクトを与えてきた
（WWW、深層学習、AlphaFold、DeepL、ChatGPT）

⇒ ⽣成AIによる社会変⾰
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LLMの歴史
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2014 Attention
機械翻訳において⽬的⾔語の次の語を
⽣成する際に原⾔語の⽂のどこに着⽬
するか

2017 Transformer
attentionの精緻化、原⾔語⽂内、⽬的
⾔語内でのattention

2018 BERT
Transformerのencoder側を単⾔語の分類
問題等に

2018 GPT (117Mパラメータ)
Transformerのdecoder側を⾔語モデルに

2019 GPT-2 (1.5Bパラメータ)
2020 GPT-3 (175Bパラメータ)
2022 GPT-3.5 / InstructGPT
2022 ChatGPT 
2023 GPT-4 (2Tパラメータ?)

画像も扱える、多⾔語能⼒も⼤幅向上
• ⽶司法試験で⼈間受験者の上位10％の成績
• ⽶⼤学⼊試テストSATで1600点中1410点
• ⽶医師試験USMLEでも合格レベルの点数

[Vaswani et al. 2017]



意味・⽂脈の理解と多⾔語性
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意味・⽂脈の理解と多⾔語性
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意味・⽂脈の理解と多⾔語性
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ChatGPT 4o

現代語への翻訳（土佐日記）
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画像の理解

https://www.covid19-jma-medical-expert-meeting.jp/topic/2167

GPT-4 [OpenAI 2023]
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RT-2: Vision-Language-Action Models Transfer Web Knowledge 
to Robotic Control [Brohan+ 2023]



Gサイエンス学術会議の「AI and Society」共同声明
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1. 強⼒なAIシステムは、悪⽤されると社会に危険
を及ぼす可能性があるため、サイバー攻撃や物
理的な攻撃から適切に保護されなければならな
い。

2. AIシステムの性能が更に向上し、⼈間による制
御により⼤きなリスクを与えるようになるにつ
れて、システムの導⼊を⾏う前に、安全性につ
いての公的保証が求められるようになるだろう。

3. AIシステムの信頼性は極めて重要である。
4. ⽣成 AI はコンテンツの作成やソフトウェア開発

において⼤きな可能性をもたらすが、AI が既存
の作品を基にして外⾒的には新しいコンテンツ
を創り出した場合、知的財産権の保護に関する
諸々の問題が浮上する。

5. ⼤規模なAIシステムは⾼価な計算資源を必要と
しており、それが参⼊障壁となっている。

6. ⼤規模なオープンソースAIモデルは、便益と
⼈々が負わされることになる悪⽤から⽣じるリ
スクとの間に複雑なトレードオフ関係を⽣じさ
せる。

7. ⾃律型兵器システムの台頭は、急を要する倫理的
かつ軍事的な懸念を⽣じさせている。

8. AIシステムが影響⼒を持つようになるにつれ、AI
を⼈間の価値観や倫理観に合わせることが求めら
れる。

9. AIの恩恵を公平に分配するためには、効果的なス
チュワードシップが極めて重要である。

10.官⺠の協⼒は、責任あるAIの開発を促進する。⺠
間企業が急速に技術⾰新を進める⼀⽅で、公的機
関は規制と倫理の枠組みを提供し、⼈類の利益の
ために独⽴した⻑期的研究を推進する。

11.AIの責任ある安全な開発と導⼊は、⼈⽂科学や社
会科学を含むさまざまな学問分野を横断する共同
アプローチが必要である。

12.教育は、AIの能⼒を明らかにし、神話を否定し、
その⻑所と短所を⽐較検討すべきである。市⺠は
技術的なリテラシーを⾝につけ、AIの社会的・倫
理的な意味を認識すべきである

Gサイエンス学術会議: https://www.scj.go.jp/ja/int/g8/index.html

政策立案者への12項目の提言

Gサイエンス学術会議︓平成17年以降、G7サミット参加国のナショナル
アカデミーがG7サミットに向けて科学的な政策提⾔を⾏うことを⽬的で
共同声明を取りまとめている国際会議で、⽇本からは⽇本学術会議が参加



提⾔「⽣成AIを受容・活⽤する社会の実現に向けて」
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⽣成AIは2020年代以降急速にその技術が普及し、特に⼤規模⾔語モデル(LLM)であるChatGPTは公開後2ヶ⽉でアク
ティブユーザ数が1億⼈に達するなど、教育研究を含むあらゆる分野に⼤きな影響をもたらしている。国内においても、
すでに⽂部科学省から2023年7⽉4⽇に初等中等教育段階における⽣成AIの利⽤について暫定的なガイドラインが発⾏
され、⼤学など⼤多数の⾼等教育機関でも独⾃にガイドラインが策定・公開されている。その趣旨は⽣成AIのもつ⾼い
ポテンシャルを有効利⽤することの促進と、プライバシーや著作権の侵害といった利⽤上のリスクや不正な使⽤に対す
る注意喚起の２つの側⾯をもつ。後者については、2023年5⽉にG7関係閣僚を中⼼にAIの活⽤や開発・規制に関する国
際的なルール作りを推進するプロセス(広島AIプロセス)が開始され、12⽉の閣僚級会合でまとめられた「広島AIプロセ
ス包括的政策枠組み」がG7⾸脳に承認された。2024年2⽉に独⽴⾏政法⼈情報処理推進機構にAIセーフティ・インス
ティテュート(AISI)というAIの安全性評価に関する基準や⼿法を検討する専⾨の機関が設⽴されている。2024年4⽉に
は、Gサイエンス学術会議2024において「⼈⼯知能と社会」についての共同声明が発表された。

このような状況のもとで、学術の⽴場から⽣成AIについてのより深い洞察を提⽰しつつ、前述の2つの側⾯を最も有
益な形で調和させたどのような施策をとるべきかを⽇本学術会議から⾒解として発信することは、科学技術政策にとど
まらずソサイエティ5.0の描く社会全体の望ましい発展への⼤きな貢献となる。

想定する読者: 政策⽴案者、研究者・エンジニア、企業や⼀般社会も含め⽣成AIに関わりのある⼈々

スケジュール案:
2024年 ７⽉ 執筆依頼と原稿内容具体化(7/25頃オンラインで確認)

8⽉末 第⼀稿脱稿
９⽉ 委員会において審議、学術会議会員・学会へのヒアリング
10⽉ 委員会において⾒解案の取りまとめ
11⽉末 提⾔公表
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1. はじめに (1ページ)
2. ⽣成AIの現状と動向 (8ページ)

2.1 ⽣成AIと基盤モデル
2.2 ⽣成AIの発展と実⽤化
2.3 各種のモダリティ(テキスト、プログラムコード、静⽌画・動画、⾳声や⾳楽)
2.4 今後の動向

3. ⽣成AIの脅威や課題 (8ページ)
3.1 ⽣成AIの脅威 (声明2)
3.2 ⽣成AIモデル開発の障壁 (声明5)
3.3 ⽣成AIモデル運⽤に伴うリスク (声明4、6、7)
3.4 ⽣成AIモデルの備えるべき要件 (声明3)

4. ⽣成AIの活⽤による波及効果 (6ページ)
4.1 科学技術の発展に対する効果
4.2 産業分野への効果
4.3 社会的な波及効果（教育、⼈材育成含む）

5. 提⾔ (6ページ)
5.1 ⽣成AIモデルの適切な運⽤ (声明1、8、9、11)
5.2 ⽣成AIモデル開発の望ましい体制(声明10)
5.3 ⽣成AIモデルを適切に利活⽤できるリテラシー教育(声明12)

参考⽂献
参考資料 AI事業者ガイドライン(総務省、経産省)

※ 声明番号はGサイエンス学術会議の
「AI and Society」共同声明での対応する項⽬

提⾔「⽣成AIを受容・活⽤する社会の実現に向けて」



オープンという考え⽅



⽣成AIにおけるオープンさの重要性
• ChatGPTをはじめとする⽣成AIは社会に衝撃を与え、本格的な利⽤

が徐々に始まっている
• ⼊⼒に対して極めて⾼い理解⼒をもつ⼀⽅で、事実と異なる内容を

出⼒してしまうHallucinationという課題があり、当⾯は使い⽅、利
⽤者の批判的思考が重要

• 超⼤規模LLM(1兆パラメータ級)の学習は膨⼤なコストがかかるため、
⼀部の組織の寡占状態で、内容（データ、モデル、ノウハウ）は
⾮公開

• 「OpenAIの現・元従業員ら、AIシステム構築の無謀さと秘密主義を
告発」（2024/6/7）
https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2406/05/news100.html
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⽣成AI学習におけるオープンデータの重要性

• クローズなデータはあってよい（企業内データ、要配慮個⼈情報等）

• （⼀旦）オープンになっているデータは社会の発展のためにAI学習に
活⽤すべき（ウェブ、論⽂、（公共）放送等）

• 著作者の権利への配慮が必要なものは
• AI学習に供するのは1/3〜1/2程度とし

• AIの出⼒に対して、学習データへの適切なリンク（リファレンス）を提⽰



LLM-jp (LLM勉強会)
2023.5

⾃然⾔語処理の研究者の有志約30名による
勉強会を開催（現在は1500名超）

2023.10
mdxを⽤いて130億パラメータの⼤規模⾔語
モデル「LLM-jp-13B」を構築・公開

2023.11
ABCI第２回LLM構築⽀援プログラム採択
1750億パラメタモデルの学習に着⼿

2024.1
GENIAC 第1期採択（2024.4から1750億
パラメタ級モデルを学習）
国⽴情報学研究所内に「⽣成AIモデルの透明性・
信頼性の確保に向けた研究開発拠点」として
⼤規模⾔語モデル研究開発センターを設置

• mdx: データ活⽤社会創成プラットフォーム．9⼤学2研究所が連合して共同運営する、データ活⽤にフォーカスした⾼性能仮想化環境
• ABCI: AI橋渡しクラウド．産業技術総合研究所（AIST）が提供するAI向け計算⽤で現状国内最⼤の計算資源
• GENIAC: Generative AI Accelerator Challenge.⽇本国内の基盤モデル開発⼒の底上げのために計算資源の提供等を⾏う経産省のプログラム

• オープンかつ⽇本語に強い
⼤規模モデルを構築し、
LLMの原理解明に取り組む

• モデル・データ・ツール・
技術資料等を議論の過程・
失敗を含めすべて公開する

• この趣旨に賛同すれば
誰でも参加可
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LLM-jp 13B：根拠を調べるためのコーパス検索機能

...

Dataset: Wikipedia
URL: https://ja.wikipedia.org/wiki/地震
Training step: 28,955 (/61,000)
地震の原因論とメカニズム論の展開 神話など⽇本
（⼤和⺠族）では古来より 「地中深くに⼤ナマズが
存在し、その⼤ナマズが暴れることにより⼤地震が
起きる」という俗説が信じられていた。現代におい
てもよく知られた俗説だが、ナマズが地震を予知で
きる根拠は⾒つかっていない … 

#1 Dataset: Common Crawl
URL: https://gbank.gsj.jp/wellweb/GSJ/kaisetsu/science/science.html
Training step: 168 (/61,000)
⽇本は世界有数の地震国です。そこで誰でも考える
のは、「地震発⽣が事前にわかればあれほどの被害
は出ないのに」ということ。つまり地震予知です。
この地震予知に関しては昔からいろいろな事が⾔わ
れてきました。例えば「地震の前にはナマズが暴れ
る」 、「地震の前には …

#2

訓練
コーパス
(260B)

[…]
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⽣成AIとオープンデータの相乗効果
• オープンで良質なデータ・知識が⽣成AIをより良いものにする
• より良い⽣成AIは⼈類に様々な恩恵をもたらす

• ⽂化的、⾔語的な多様性の理解の上にたった従来とは⽐べものになら
ないレベルの⾃動翻訳を実現し、⼈々の異⽂化への関⼼を⾼め、理解
を促進する

• データ・知識を解釈・昇華するとともに、⼈々の知的活動や専⾨家の
協働を促進・強化する

• その結果、⼈類はより良いデータ・知識を⽣み出すことができる
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